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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

【グループワーク 2 市民から専門家へ】 

テーマ：壁を越えるために何をどう伝えるべきなのか？ 

    市民がわかりやすい原子力情報とは？ 

 

（木村） 時間になりましたので、お茶やお菓子を持って、各グループに戻っていただけ

ればと思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、後半に移りたいと思います。後半は、最初にグループワークをして、その後

全体共有という構成になっています。 

 最初に、グループワーク 2 をこの青紙にしたがって進めてまいります。手順を読み上げ

たいと思います。 

 後半は、「市民から専門家へのメッセージ」ということで、進めていきます。 

 1 番、すでに、市民の方が作ってきたプリントが模造紙に貼られていると思います。市民

は、各自 1 分程度で、自分が作ってきたプリントを紹介してください。 

 2 番、どの「知りたいこと」を専門家に答えてもらうか、市民の中で話し合って、1 つ選

んでください。 

 3 番、専門家は、市民が決めた 1 つ目の「知りたいこと」について、丁寧に答えていきま

す。市民は、その答えを聞いて、「新たな疑問（分からないこと・新たに知りたいこと）」

が出てきたら、率直に質問してください。また、「分かったけど、納得できないこと」も率

直に言っていただきたいと思います。専門家は、できるだけ答えるのに徹するようにして

ください。また、専門家同士で見解が分かれることも往々にしてございます。1 人の専門家

に答えていただくのではなくて、そのグループの専門家全員に答えていただくように、サ

ブファシリテーターが努力しますので、そのときにお話しいただくようにお願いします。 

 4 番、疑問への答えが一段落ついたタイミングで、市民は各自、解消できた疑問に青シー

ルを、解消できていない疑問に赤シールを貼ります。赤シールを貼ったら、その理由、解

消できていない部分があるとか、納得できない部分があるとか、を言ってください。ここ

でまた「新たな疑問」が出てきたら、3 番に戻って、さらに深堀していくということになり

ます。すなわち、3 番、4 番は、質問を 1 つ市民の中で決めていただいて、それについて、

Q＆A を重ねていくというようなプロセスになります。 

 5 番、疑問が出なくなった段階で、もしくは、ここまできたら次の質問に移ろうと市民が

考えた段階で、次の「知りたいこと」をまた市民に選んでいただいて、3 番、4 番を繰り返

していただきたいと思います。 

 ここまでで 40 分です。この後、少し話題を変えて話し合っていただきたいと思いますの

で、まずは 40 分間、Q＆A をしてください。 
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 6 番、模造紙を新しくして、市民は「専門家の説明を聞いてどう思ったか」、専門家は「話

してみてどう思ったか」を、各自付箋に書いてください。 

 7 番、それを読み上げながら、模造紙に貼ってください。 

 8番、皆で自由に意見や感想を言い合います。これでグループワーク2は終了になります。 

 今、14 時 50 分になるところですので、15 時 30 分まで、Q＆A の時間にしたいと思いま

す。なお、皆さんに自由に話していただいて、サブファシリテーターがそれをメモしてい

きます。非常に負荷がかかると思いますので、ぜひ、ゆっくり落ち着いて話し合いを進め

ていただければと思います。では、各グループのサブファシリテーターさん、始めてくだ

さい。 


